
中性電解水生成装置　アクアプラス

高い除菌・消臭力の［中性電解水］を生成。 幅広い衛生管理に最適です。

除菌・消臭に適した次亜塩素酸水は酸性から中性の時代へ
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アクアプラスで清潔で快適な除菌・消臭を

強力な除菌・消臭力を持ちながら
人と環境にやさしい中性電解水を生成
医療機関を中心に次亜塩素酸水による除菌・消臭が注目を
集めています。
しかしその多くは金属への影響、塩素ガスの発生が多いな
どの課題もあります。
中性電解水は従来の次亜塩素酸水の良さを追求しつつ、
従来の課題を解決した除菌・消臭用の電解水です。

メリットが多い中性電解水で
快適な除菌・消臭
中性電解水は強力な除菌・消臭力を持ちながら強酸性・微酸
性電解水が抱えていた多くの課題をクリアしました。

腐食リスクが低い

保存期間が長い

温度・光に強い

塩素ガスの発生が少ない

最大出水

2ℓ/分

安心・安全に加え
コストパフォーマンスを重視
安心・安全に加え
コストパフォーマンスを重視

1ℓあたり

約3円

有効成分は

3ヶ月以上
持続

電解補助液の交換は簡単な
カートリッジ式

有効塩素濃度を約40ppmもしくは
80ppmに切り替え可能

電解補助液の残量が一目で
わかる

家庭用浄水器を設置する程度の簡単設置
お使いの水道蛇口に接続するだけ

赤外線モードに切替え非接触出水が
可能

視認性の高いコントロールパネルで
簡単操作

快適な使用感で手軽に使える快適な使用感で手軽に使える

＊約40ppm生成時

＊



■ ドクターからのメッセージ ■

九州歯科大学口腔機能科学専攻
口腔機能再建学講座生体材料学分野

小園 凱夫  教授

　私が電解水と出会ったのは、平成6年のことです。当時エイズが世界に広がり、肝炎等も含めた院内感染防止対策と
して、歯科においては歯科器材に対する消毒処理の必要性が強く叫ばれ始めた頃でした。中でも口腔内の模型を作製
する印象には唾液・血液が付着しており、患者様がウイルス保有者であった場合の二次感染が危惧されたのですが、
薬液での消毒では時間を要するため、印象材の種類によっては変形が生じてしまうとの課題がありました。
　そこで私達は強酸性電解水（次亜塩素酸水）の応用を試み、10⁵オーダーの付着菌が1分間の浸漬や超音波洗浄で除
菌される効果がある事を確認しました。短時間で処理できるため印象の変形が無い事の他、触れても刺激性が無い
事、処理後はすぐ元の水に戻るため廃水も環境を汚染しない事、等の利点があり、他の歯科器材への応用も考えました
が強酸性電解水（次亜塩素酸水）には金属に対して強力な腐食作用を示す欠点があったのです。この対策として塩酸
等を原料とした微酸性電解水（次亜塩素酸水）を用いてみると、即効性は変わらず、腐食作用は弱い事が分かりました。
　その後、食塩水のみを原料とする「中性電解水」が登場し、腐食の欠点は著しく改善されました。
　「中性電解水」にはその他色々な特長があります。塩素ガスの発生が少なく、生体や環境にも優しくなり、保存期間も
大幅に延長されました。また、歯科分野における応用試験では「局所止血剤と同等の止血作用」「口内炎」「根管治療」
「歯周ポケットの洗浄」「歯周病の予防と処置後のメンテナンス」「口臭抑制」等の効果を確認しております。
　私達は歯科の分野で様々な「中性電解水」の応用を試みておりますが、異分野においても「中性電解水」の活用がさ
らに広まる事を期待してやみません。

消毒薬との比較 病院をはじめとする医療機関で広く使用されている消毒薬の特徴をまとめ、中性電解水と比較しました。
この表のデータからも、中性電解水の有効性、使い勝手の良さをご理解いただけると思います。

※中性電解水の主成分である次亜塩素酸の殺菌効果を参考にしました。
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●残留性が少ない
●反応性に富むため
　大量使用を心掛け
　ること

●劇薬
●刺激が強いので
　人体に使用不可
●アルカリ性で
　不安定
●手荒れ

●漂白作用あり
●原液は強アルカリ性
●酸との混合は不可
●手荒れ

●火気厳禁
●刺激作用
●樹脂の変質
●揮発性
●手荒れ

●皮革・樹脂の変質 ●ヨード過敏症の
　患者には不可
●着色、臭い

＜ 比較表 ＞



拭き掃除に使うとき
■有効塩素濃度80ppm以上のもの

＜使用方法＞
・汚れをあらかじめ落としておく
・十分な量の中性電解水で消毒したい
　モノの表面を濡らし、拭き取る

流水で掛け流すとき
■有効塩素濃度40ppm以上のもの

＜使用方法＞
・汚れをあらかじめ落としておく
・中性電解水の流水を消毒したい
 モノに掛け流し、拭き取る

有効成分は3ヵ月以上持続 

AQUA PLUSは、有効成分が不安定になる(ガス化する)状態を経るこ
となく中性電解水を生成する高効率電気分解方式を採用しています。 
そのため、生成された中性電解水に含まれる有効成分は次亜塩素酸の
形態で非常に安定しており、密閉すれば常温非遮光の状態で、生成後
3カ月保存した中性電解水でも充分な除菌効果が得られます。
一般的な強酸性電解水と比較して有効塩素寿命が非常に長いことが
特徴です。 
また、塩素ガスの発生もほとんどなく、安全な環境作りに貢献します。 

次亜塩素酸水との比較

金属製品・樹脂製品への影響

中性電解水は、金属に対して非常にやさしい性質を持っています。
その要因としては、中性電解水の大きな特長である低食塩濃度(0.03%)、
そしてpHが中性付近であることがあげられます。
また、天然ゴム、アクリル板（押し出し成形）、塩化ビニール（床材）、アクリル板
（キャスト成形）の４種を40ppmの中性電解水に浸し、24時間後の樹脂
への影響を観察した実験では、影響は認められませんでした。 

有効な使用方法 ※経済産業省「新型コロナウイルスに有効な消毒・除菌方法」より抜粋

＜ 比較表 ＞

中性電解水 ７前後 食塩水 約40ppm
約80ppm 水道水レベル 低い 発生し難い 常温で３ケ月以上

種  類 pH 原  料 有効塩素濃度 腐 食 性 ランニングコスト 塩素ガス 保存期間

次亜塩素酸水
（強酸） 2.7以下 食塩水 20～60ppm 高い 低い 発生し易い １週間程度

次亜塩素酸水
（微酸） 5.0～6.5 希塩酸

希塩酸+食塩水
10～30ppm
50～80ppm 強酸より低い 高い 発生し易い 強酸より長い

※中性電解水は「腐食性」  「ランニングコスト」  「低塩素臭」  「保存性」  の点で一般的な次亜塩素酸水と異なる




